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西山 勝蔵 ･ 田中 俊帝 ･ 本堂 太郎

は じ め に

青森県の日本海および太平洋沿岸にもホタテガイが棲息していることは､底刺網友どで時折b採捕さ

れることによDて知られている｡ただ資源量が少なく漁業の対象veは反ってha:い.そこで本年度から

外海忙おいてホクテガイ､アカゲラガイの放流試顔を実施することにした.また前年度ve引続き外海vC

おいてホクテガイとアカゲラガイの垂下養殖試廟を実施した.本試験を実施するyこあた9､御賂力下さ

った関係漁臨､並びvC水産試鹸場､水産業改良普及員各位忙深甚の謝意を表する.

A ホクテガイおよびアカザラガイ放流試験

材料および方法

1:試験の場所 :放流月日および個数 (第1図､第2図参照)

2.:試験の方法

イ ホタテガイ

i)運搬方法

昭和45年採苗した稚月26万個 (穀長3-6.5cnl)をセンターよb各試験地に′｣＼塑 トラック

で運搬 した｡運搬に当っては木製魚箱に稚貝を約 1,000個 (8分目)を収容し､1箱ごとおよ

び全体を濡れ蓮 でおおい､更にシートをかけた｡所要時間は日本海側は3時間30分､太平洋側

では 2時間30分から2時間40分であった｡運搬時の外気温は大戸瀬 15.1℃､深浦10.0℃

鮫浦 22.0℃､南浜28.2℃であった｡

ii)放流方法

深浦は翌日13時迄筆内アワビ蓄秦水槽に収容 した後放流､他はただちvE放流を行なった｡放

流場所はあらか じめ四隅vc傾識ブイを設置 し､船上よb魚箱から振るい落した｡

iii)追跡調査

第 1回調査 :昭和46年6月27日～7月12日 (全域)

第2回調査 :昭和46生 9月30日～10月 5日 (全域)

第3回調査 :昭和 47年3月23日 (鮫浦だけ)

ホクテガイ桁網 (巾156C7n､爪 12C7n､網目3寸目)を用いた｡

ロ アカゲラガイ

i)運搬方法

昭和45年採苗した稚貝を､風合瀬はセンターから13.6万個 (穀長1-3cm)､′J＼泊は､青
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深浦地先

第 1回調査では放流地付

近一帯vc底連綿が設置され

ていて放流漁場の曳網が困

難であった｡曳網 5回で生

貝6個､死貝1個が採捕さ

れ､期間中の増穀長は平均

1.45C7Rであ った｡第2回

調査は曳網 5回で生貝151

個､死貝5個採捕されたが

その内 1回の曳網で生月

149個採捕され､底質の

良い所に集 っているよう(こ

感じられた｡水温 (表面)

は放流時 9.5℃､第 1回2
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坪 11.5b頚勅鋼 船 柁£第2図 アカゲラガイ放流漁場図1.0℃､第2回 21.7℃で夏場の水温は21

℃となってお9第 1回調査後成長が見られ長いことに関係するものと思われる.大戸瀬地先第 1回調査は曳網5回で生民42個､死艮

30個が採捕され期間中の増穀長は平均 1.45珊であ ,た.第2回調査は曳網 6回で生月 27個､死月が7個

採捕された｡成長は見られず､水温､成長とも深浦と第 1表

放流ホタテガイ採捕状況場 所 水 深 底 質 .放 流 面 慮 放 流 個
数 1m2当Dの密度 放 流 月 日(m) (ka)

(万個) (個)深 浦 45-52 砂 2.4

6 2.50 46年 4月?7日大 戸 瀬 42-45

砂､砂傑 2.1 6 2.88 46年 4月20日鮫 浦 15-18 砂 2.1 7

5∴55 46年 5月 11日大 久 喜 16 砂 2.1 5.5 1.87 48年 5月11日種 差 12.5 砂 2.1 5.5 1.67 46年 5月11日

場 所 第1回調査 6.27-7.12 第2回調査 9.50-10.5 第3回調査 (5月25日

)回 数 面 岳(〝㌔) 採捕数(個) 平 均殻 長(cm) 画 数 面 積(m2) 採由数(価) 平 均穀 長(C7n) 回 数 孟∴債(〝㌔)採捕数(個) 平 均穀 長(cm)

深 浦 5㊨ 5,280 61 6.25.0 5㊨ 5,940 1515 6.05.8

大戸瀬 5(?) 2,597 4250 6.05.4 6

@ 7,114 227 6.05.5鮫 浦 4 1,850



同じよう丘傾向を示 していた.虞識ブイ

は流失し､第1･2回調査共Vc放流漁場

の確認が難 しいことと､放流漁場周辺vTL

底建綿が設置されていることで適正丘曳

綱が行なわれ丘か ったが､調査範囲から

推測して大き丘変動がないように感じら

れた｡また-い死は放流直後から1カ月

の間に発生 したものと考えられる｡

鮫 浦 地 先

第1回調査は曳網 4回で生見39個､

死_R31個が採捕され､他地見よb多く

採捕されたが死月も多か った｡期間中の

増穀長は平均 1.55cmであ った.第 2回

調査は曳網4回で生月 24個採捕､増穀

長は吏vc平均1.10仇であった.第3回

調査は曳網 5回で12個採捕され､穀長

は平均8.34cmに成長し､総増穀長は､

3.59cmとなっている｡

海底の状況は高根が放流漁場の押倒を

北vcのぴて自然の防波埠の役目を果して

第2表 放流漁場vcおける底生生物採捕状況 (佃)

場 所 深 浦 大戸瀬 鮫 浦 大久喜

種 差詣査時期種類 1 2 1 2

1 2 1 2 1 2モ ミジ ガ イ 14 7 15 5_4 52

2 5612 5211 4ス ナ ヒ トデヒ ト デ 51 2015

5 115l l41 2

15-二,ボンヒトデ 5 2

イ卜マキヒトデ 2 4

14 25 16 2ク モ ヒ トデ 4 212カ ニ/パ ン′ク コ ヒ トデオカメブンフフカ モ メガ イホ グ キガ イイタヤ ガ イヒメエゾボラツ メ タ

ガ イ巻 月ツガ ル ウ ニ 21 2 2l l1

112 4カ ニ 類 l l 1 2カ レ イ 類 2 2 2 8 5 5いるものの

ようで､風丘どの影響も比較的少ないようve,思われた｡ただしこのよう丘漁場は極く一部vC過ぎない｡水温は

放流時 7･8℃､第 1回17.6℃､第2回 18.1℃､第3回7.7℃で日本海に比べ 2℃前後低目

である.成長は冬場よb夏場の方が虚分良く丘.｡ていた｡-い死貝は放流直後から1カ月くらいの間(こ発生 し､その後は見られないが､採

捕率は徐 に々低 Fしていることから､死亡または移動 しているとも考えられる｡南 浜地 先第

1回調査は大久喜で生見1個､種差で死月 4個が採捕され､第2回調査は皆無であった｡放流漁場は真向から波浪を受け､しかも水深は 12･5- 16,"Lと浅く流失したものと考えられる.また運搬

時外気温が28･2℃に上昇したため活力が弱 9､-い死の原因(こ丘,

たものと思われる.ロ アカゲラガイ風合瀬､′｣＼泊ともに潜水調査が出来丘か
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B ホクテガイおよびアカザラガイ垂下養殖試 験

材料および方法

1. 試験場所

西津軽郡深浦町大戸瀬漁業賂同組合地先

/′ 岩崎村沢辺漁業協同組合地先

水深 18m

〝 25m

岩崎村黒崎ニケ字漁業賂同組合地先 〝 33m

北津軽郡小泊村小泊漁業賂同組合地克 /′ 18r78

東津軽郡平内町平内町漁業敵同組合土屋支所地先 〝 25m

2. 垂下養殖施設の構造および方法

垂下養殖施設は前年と同じ中層張とし､幹綱は80m､大戸瀬､土屋はダイヤロンロープ16%､

小泊はHZロープ18%､沢辺､黒崎ニケ字はHZロープ21%を使用した｡黒崎ニケ字は施設の耐

波性､動揺を検討するため第4図のような表層式延縄とした｡固定資材としてアンカーを′｣＼泊50kg

土屋40kgものを2丁用い､土俵 (サン ドバ ック)は片側忙大戸瀬8俵 (360kg)､沢辺 20俵

(1,000kg)､黒崎ニケ字 20俵 (800kg)づつ使用 した.飼育器材はホクテガイではアントソ

ネット､ポケットネット､パールネットの3種類､アカゲラガイでは､アント㌧/ネット､パールネッ

トの 2種類とした｡

第 3図 試 験



3..使用稚月

ホタテガイ稚貝はセン

ターで人工または天然採

苗した 1年貝で 11,665

個体 (殻長4.4-6.307rl)

アカゲラガイは清水川で

天然採苗した1年負を

第4図 浮 上 式 延 縄7,570個体 (穀長1.2-1.3cm)を使用した.

4. 観察および測定観察および測定は､大

戸瀬､土屋はセンターで行丘い､他は地先漁敵

､漁業研究会､および水産業改良普及員が行長D

た.測定Vこあた ,ては各40個をランダムサンプリ

ングして､穀長､チ重量､生存率を測定 した｡

試験結果および考察

1. 施設の安定性ロープ類は過去の試鹸よ

Dも強固a:ものを使用した｡土俵を使用する

のは今回が始めての試みであったが異常がなか

った.ただ小泊地先では12月 14日台風で護

岸工事資材の流失物が施設控からま少アンカー

が移動し､垂下ローブのす b切れで大部分流失

した｡黒崎ニケ字の表層式延縄は浮子に径 18cmの

′J＼玉を使用 したので波浪に対する抵抗が弱 く

垂下物(こ与える動揺も少ないように感じたが

､垂下物の重量が増加し施設が沈下する危険性

があbナツ石によb一定の水位を保つよう工夫する必要がある

ものと思われた｡2. ホクテガイ

の地先別成長､生存率第3表第 5図Vこ示したと

おDであった｡ 7月の測定では大戸瀬､′｣＼泊

が土屋を上回る成長を示し､沢辺､黒崎ニケ字

は少し劣る感じであった｡ 10月の測定では日

本海各地先の成長がほとんど停止し､逆に土屋

が他を上回る成長と丘った.更(こ1月の測定ではその差が開き生存率 第 5図

ホタテガイ地先別成長-279-
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第3表 ホクテガイ測定結果

土 屋 46.5.25 垂下

ネッ トの 樺 類 垂下水深(nd 収容員数(価 スター節 7月20日 脚宅 10月14日 測定 1月
13日 測定穀長 重量 生存率 穀長 重量 生存

率 穀長 重量 生存率局 潮 悌)

(cJ tg) 協 局 廟 f劾アンドソネ ット 5 10 5.56 5.92 26.0 9

2 7.49 55.4 100 9.89 ll0.5 94〟 10 10 5.56

6.80 55.5 98 7.77 57.6 98 9.52 101.8 98〟 15 10 5.56 8.42 52.7 98 6.87 41.7 94 9.40

95.7 100〟 20 10 5.56 6.47 51.5 98 7.48 52.5 100 8.78 75.

7 96〟 10 20 5.56 6.05 29.5 100 7.66 55.8 98 8.

75 78.7 100大戸瀬 46.4.20 垂下ネ ッ
トの 樺 類 垂下水深tn ) 収容員数(個 スター際 7月 9日 測定 10月 5日 柳窪 1月 20日 測定穀長 重量 生存率 殻長 重量

生存率 穀長 重量 生存率初 刷 囲 初 (9) (倒 局 価 tqv)

アンドンネタト 10 10 5.5 7.49 50.0 100 7.55

52.0 90 8.28 68.5 ●●〟 10 15 5.5 7.50 44

.0 100 7.26 49.0 94.6 8.05 86.2 92.5〟 10 20 5.5 6.95 41.5 100

7.54 49.0 75 - - -〟 15 10 5.5 7.55 47.0 100 7.52

54.0 80 8.76 81.7 98ボケV卜ネット 10 5.5 7.25 44.1 100 7.41 48

.0 87.5 8.68 79.5 97.5沢 辺 46.5.14 垂下ネ , トの種 類 I垂下
水深tm) 収容貝数個 スタート穀長(詞 7月 13日 測定 10月21日 測定 3月 10日 測定穀長 重量

生存率 穀長 重量 生存率 穀長
重量 生存率局 (グ) (qu) tbw

a L針 (働 (cd (幼 (劾アンド/ネグト 20 10 5.7 5.98 55.5 90

6.20 56.8 88 8.01 65.1 85黒崎ニケ字 46.5.14 垂下ネッ トの 樺 類

垂下水深局 収容貝数個 スタート穀良(詞 7月 2
2日 測定 10月21日 測定穀長 重量

生存率 穀長 重量 生存率ttn% (5) (a/n) 帥 (9) (Fu)アン ドソネット



第4表 ア カゲラガイ測定結果

土 屋 46.7.5 垂下

ネ ッ トの 種 類 垂 下水 深(m) 収 容員 数(個) スタート殻 長(仇) 10月14日 測 定 I 1月13日 測 定穀華掃 重華 g) 蛍存率柳 JP穀鋤 重量 9)
生存率傾ア/ ド/ネットのみ 5 50 2.55 4.75 25.2

5.45 55.5 96.8′′〝 エンピ.てイブ入 5 50 2.55 4.69 25.8 5.54 54.8 100.05 50 2.55 4.52 19.2

5.585.90 54.542.8 98.0100.0〝 ロープ入 5 50 4.97 25.8パール ネ ッ トの み 5 10 5.04 50.4

/′〝 エソビノミイフÔ 5 20 4.15 17.

5 5.54 52.5

90.05 50 4.66 26.0 5.26 52.0 100.0大戸瀬 46.7

.5 垂下ネ ッ トの 種 類 垂 下水 深(m) 収 容貝 殻(価) スタート穀 長(m) 10月 5日 測 定 1月20日 測 定穀長♭d

重量 g) 生存蚕a/U) 穀長軸 重釦 )1生存軸ア

ン ドソネ ットのみ 20 50 2.55 520 28.5 5.66 40.8 loo〟 20 50 2.55 5.96 4

7.7 lわoパール ネ ッ トの

み 20 20 2.55 4.98 28.0 5.49 40.8 90〟 20 10 2.55

5.19 28.0 5.52 44.4 100沢

辺 46.7.5. 垂下ネ, トの 種 類 垂 下水 深(Tn) 収 容員 数(価) スタート殻 長(cTn) 10月21日 測 定 3月 10日 測 定穀軸 重義 g) 生存頚勿 穀鋤 重量(g)生存蚕gn)

I,'- JL,ネ タ ト 20 70-100 2.02 5.24 8.5 98 4.42 19.0

100黒
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も悪くなっている｡ネット別は大戸瀬でボケ,トネットがよい成績を示してお9､水深別は大戸瀬が

下層､土屋では上層がよくな,ている.日太海全般についてみると南下するに従 って成長､生存率

共に悪い憤向が見られ､7k親が大きな影響を与えているものと思われる｡

3. アカゲラガイの地先別､成長､生存率

結果は第 4表､第6図に示したように大戸瀬の成長が良く､続いて土屋の順と丘 っている｡黒崎ニ

ケ字 ,沢辺の成長が劣 っていることは､スタートの穀長が小さいことと､ネ,卜当bの収容量が多か

.7たことが原因のように推定される.成長率はホタテガイよbよく､特に夏場の成長が顕著なものと

云えるo密度別では収容量が少ない程よく丘っておD､飼育器材では収容面積の割合からみるとパー

ルネットが幾分優れていた｡アカゲラガイは物に付着する性質のものなので､ネ ットにエソビパイプ

を2つ割b托して入れたもの､または ロープを縦に4本通したものの効果を検討したが､ネットに付

着しない利点はあるが成長が悪か Dた,生存率は 90虜以上でホタテガイよbよい結果となっていた｡
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